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① ＴＭＲへの取り組み

• 同じものを食べさせる
質の安定した粗飼料と、自家配合した

濃厚飼料を混合して給与

• しっかり食べさせる
朝夕の搾乳前後と、お昼、夜間の６回

給与を実施











② 乾乳牛・育成牛の管理

• ストレスの軽減
適度に運動させるため、フリーストール

牛舎とパドックを設置

• 粗飼料の飽食
搾乳期に泌乳能力を発揮させるため、

自給粗飼料を不断給餌













③ 自給粗飼料の活用

• 生産
牧草：１，９６０ａ（借地）

稲WCS： ３１０ａ（自己）
• 販売
生産した粗飼料の約半分は地域の畜産

農家に販売

ルーサンの購入代金として確保











④ 耕畜連携への取り組み

• 堆肥生産と販売
二棟の堆肥舎で混合処理した堆肥は、

地域の耕種農家へ大部分を販売

• モミガラの確保
敷料や堆肥の副資材として使用する

モミガラは稲作農家から無償で譲受











⑤ 展望と課題

• 規模拡大への挑戦
地域の畜産経営の核として、畜産物の

生産活動と、堆肥を活用した地域循環型

酪農に取り組みたいという強い思い

現在の高い生産技術・経営管理技術を

規模拡大した経営に引き継ぐためには、

関係機関・団体の支援指導が不可欠


